
【資料№１】 

1 

 

■第２期金ケ崎町生涯教育研究センター研究テーマ 

「金ケ崎町型生涯教育のまちづくりにおける社会教育の役割について」 

 

１ 第１期（平成２６～２７年度）金ケ崎町生涯教育研究センターの経過について 

  

町民の自発的な学習機会の創出及び学習成果を活かしたまちづくりを推進するための調

査、研究を目的とし、平成２６年６月１日に同センターを設置し、平成２６年~２７年度に

おいて、研究会を合計４回開催した。 

 この研究の成果として、次のとおり「『金ケ崎型生涯教育のまち』の仕組」を作成した。 

 

 

２ 第２期（平成２８～２９年度）金ケ崎町生涯教育研究センターの立上げ経過について 

  

第１期（平成２６~２７年度）の金ケ崎町生涯教育研究センターの研究結果を受け、金ケ

崎町におけるこれからの生涯教育や地域づくりを推進するための調査、研究を引き続き実

施していくため、研究員メンバーを新たに委嘱した上で新たな研究テーマにより第２期の

金ケ崎町生涯教育研究センターを立上げた。 

  

３ 第２期（平成２８～２９年度）金ケ崎町生涯教育研究センターの研究内容について 

  

当初、研究テーマを「生涯教育宣言と地区生涯教育センターのあり方について」とし、

地区生涯教育センターの実施している①「公民館として行うもの（社会教育）」②「生涯教

＊上記３つの柱を補完する取組み

「金ケ崎型生涯教育のまち」の仕組
「今後の生涯教育・生涯学習のあり方」（生涯教育研究センター）

【施策のターゲット】

【金ケ崎の強み】

【目指す将来像】

ひとづくり
まちづくり

学びの拠点(公民館)
機能の充実

＋
地域づくりの拠点
(生涯教育センター)
機能の充実

地域づくりを支える

生涯教育及び推進体制
の充実

高齢期

成人期

青少年期

【ひとづくり】

豊かな人間性を育むために、家庭、地
域、学校、行政が連携して、地域全体で
子どもを育む。

心身ともに健康に働き、次代を担う

青少年期を支え、社会活動へ参画
する。

心身ともに健康で自立した生活を
送り、豊富な技術や知識を地域社
会に伝承する。

○健康づくり
○生きがい づ くり
○地域社会での活躍促進 (社会貢献 )

○職業能力開発(情報ﾘﾃﾗｼｰ、多様性、国際力等)

○子育てやその支援に関する学習
○社会活動

○生活習慣の確立
○メディア教育
○豊かな体験活動の奨励

生涯を通じ自らを高め、生きがいを
持ち、健康で暮らし、郷土の歴史や文
化の継承による地域づくり。

○情報共有 (学習資源や人材の顕在化）
○町民の自らの学びの支援 (助言等)
○学びの拠点である公民館機能の充実

【施策の方向】 【施策の具体化に向けた取組み】

① 子どもを地域ぐるみで育み、地域資源を活かした学習機会を通じ、大人も子どももともに学ぶ。
② 地域をフィールドにみんなで学び、地域課題の解決に知恵を出し合う。
③ 「ひとりいち学習」等の自らの学びにより、自助・互助の意識をもち、まちづくりに参画する。

① 生涯教育の町宣言により、「ひとりいち学習」等、取組み手法を明確にしている。
② 「学びの拠点」である公民館施設等が充実している。
③ 歴史、文化、豊かな自然、産業基盤、交通の便、雇用環境等、地勢に恵まれている。
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育の拠点として行うもの（町が生涯教育として行うとしているもの）」③地域づくりの拠点

として行うもの」の３つに区分してその関係性を整理していくこととしていた。 

しかし、平成２９年４月から中央生涯教育センターに地域づくり推進室を設置し、今後

の地域づくりに関する検討については「地域づくりのあり方検討会」を設置して行うこと

になったことから、研究センターのテーマを「金ケ崎町の生涯教育のまちづくりにおける

社会教育が果たす役割について」と設定し直し、社会教育や公民館機能の充実に的を絞っ

た形で議論を行うこととした。 

また議論の具体的な展開として、第１期研究センターで打ち出した『「金ケ崎型生涯教育

のまち」の仕組』について、施策の具体化な取組みとそれに伴う組織の役割などを検討し

ていくこととした。 

さらに今回の検討過程においては、第１期研究センターに関連して実施した「生涯学習・

生涯教育要求アンケート」についてその内容を反映させるとともに、重点的に取組むこと

とした「少年期」及び「高齢期」を中心に課題や取組むべき事項について検討を実施し、

「中央センター・関係課」と「地区センター」との役割を明確にするとともに、「他団体等」

との関連についても明示した。 

今回の検討結果は、「各世代における検討結果」【資料№２】で示したとおり少年期、青

年期、成人期、高齢期いずれも大切な取組み内容であるが、特にも次に示す６点がより重

要であると結論付けた。 

 

（１）「メディア教育」については全ての世代で取組むべき内容であり、少年期を中心とし

た関係者による対策検討チームを設けるなど、実態把握と改善に向けた町全体での取

組みを速やかに行う必要があること。 

（２）青年期での取組みについては、体験教室等でのリーダーとして参加する等、地域で

の居場所づくりや役割の創出が特に重要であるため、今後地域活動に参加するような

仕組みを検討していくこと。 

（３）成人期での取組みである職業能力開発については、今後企業の社会貢献事業などと

の連携や協力を模索しながら事業展開を検討することが必要であること。 

（４）高齢期での取組みについては、世代間交流の実施による生きがいづくりや知識・技

術の伝承による高齢者の役割創出を行うことが重要であること。 

（５）公民館事業として実施してきた既存事業については、社会教育の基本事業として活

かしていくことを基本としながら、今回の検討結果を踏まえ町民・地域のニーズ等を

捉えて内容の見直しを加えていくことが必須であること。 

（６）地区生涯教育センターについては、生活圏での社会教育の拠点であり、地域住民と

の関係性を活かしコミュニティスクールへの対応等、今後地域内の社会教育の要とし

て役割が求められるため、それに対応する社会教育の担い手など、人材の確保が必要

であること。 
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【第２期金ケ崎町生涯教育研究センター研究会開催経過】 

 

（１）第１回研究会 

開催日 平成２８年１１月８日 

出席者 研究員１６人 

   内 容 前回（第１期）研究センターでの研究経過等、今回の研究センターのテー

マ検討について 

 

（２）第２回研究会 

開催日 平成２９年２月２７日 

出席者 研究員１３人 

   内 容 研究テーマに係る討議について（全体討議１回目） 

 

（３）第３回研究会 

開催日 平成２９年６月１９日 

出席者 研究員１６人 

   内 容 今後の研究センターの進め方について、研究テーマに係る討議について（全

体討議２回目） 

 

（４）第４回研究会 

開催日 平成２９年７月３１日 

出席者 研究員１２人 

   内 容 研究センターテーマに係る討議について（ワークショップ１回目） 

 

（５）第５回研究会 

開催日 平成２９年８月２４日 

出席者 研究員１１人 

   内 容 研究センターテーマに係る討議について（ワークショップ２回目） 

 

（６）第６回研究会 

開催日 平成２９年９月２８日 

出席者 研究員１１人 

   内 容 研究センターテーマに係る討議について（全体討議３回目） 

 

（７）第７回研究会 

開催日 平成２９年１０月３０日 

出席者 研究員１２人 

   内 容 金ケ崎町生涯教育研究センター研究成果について 


